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10
月
11
日（
日
）は
投
票
日
で
す
。

市
長
選
挙
お
よ
び
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
「
安
曇
野
市
長
選

挙
」
お
よ
び
「
安
曇
野
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
」（
定
数
28
人
）
は
同
時
選
挙
と

し
て
、10
月
4
日（
日
）告
示
、10
月
11
日

（
日
）投
開
票
の
日
程
で
執
行
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会
な
ど

の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▽
日
時　

9
月
19
日
（
土
）

・
午
前
10
時
～　

市
長
選
挙
立
候
補
予

定
者
対
象
説
明
会

・
午
後
2
時
～　

市
議
会
議
員
一
般
選

挙
立
候
補
予
定
者
対
象
説
明
会

▽
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
北
隣
）

※
予
定
者
1
人
に
対
し
2
人
以
内
で
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
立
候
補
予
定
者
事
前
審
査

▽
日
時　

9
月
28
日（
月
）午
前
9
時
～

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
受
け
付
け

順
に
よ
り
時
間
を
指
定
し
ま
す
。

▽
場
所　

県
安
曇
野
庁
舎
4
階

・
市
長
選
挙
関
係
者
は
４
０
２
会
議
室

・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
関
係
者
は

４
０
１
会
議
室

●
立
候
補
の
届
出
（
市
長
・
市
議
同
じ
）

▽
日
時　

10
月
4
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

▽
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

※
す
べ
て
に
お
い
て
代
理
の
人
の
出
席
が

可
能
で
す
。
当
日
は
代
理
の
人
も
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か

の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問市選挙管理委員会事務局（県安曇野庁舎内）（471･2031 472･9266）



　

市
と
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議
、
安

曇
野
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
仮
称
）

な
ど
が
主
催
す
る
「
あ
づ
み
野
環
境
フ

ェ
ア
２
０
０
９
」
が
11
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
環
境
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
現
状
、
市
環

境
基
本
計
画
と
行
動
計
画（
策
定
中
）の

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
9
月

10
日
設
立
予
定
の
「
安
曇
野
環
境
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮
称
）」
を
紹
介
し
、

そ
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

●
日
時

▽
11
月
7
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

▽
8
日（
日
）午
前
9
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

※
7
日
に
は
「
第
１
回
屋
敷
林
サ
ミ
ッ

ト
in
安
曇
野
」。8
日
に
は
長
野
県
環

境
保
全
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
8
日
の

午
前
中
に
女
優
の
浜
美
枝
さ
ん
に
よ

る
食
と
農
に
か
か
わ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
出
展
者
の
募
集

　

フ
ェ
ア
に
出
展
し
て
い
た
だ
く
団
体

・
事
業
者
・
個
人
の
皆
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
展
示
は
無
料
で
す
。
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
の
紹
介
や
活
動
な
ど
を
発

信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
実
行
委
員
の
募
集

　

フ
ェ
ア
を
企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ

け
る
実
行
委
員
（
団
体
・
事
業
者
・
個

人
な
ど
）
を
募
集
し
ま
す
。
お
互
い
の

交
流
を
深
め
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
申
し
込
み　

そ
れ
ぞ
れ
、
9
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
穂
高
総
合
支
所
内
環

境
課
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
す
る
か
、郵
送
・

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
募
集
要
項
と
申
し
込
み
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９–

８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

穂
高
総
合
支
所
内
環
境
課

mkankyou@
city.azum

ino.nagano.jp

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
有
効
期

間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
換

え
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
は
、
市
か

ら
委
託
さ
れ
た
作
業
員
（
市
の
腕
章
を

着
用
）
が
無
料
で
行
い
ま
す
。
敷
地
内

に
立
ち
入
り
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の

上
に
車
両
（
障
害
物
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
と
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
取
り
替
え
対
象　

平
成
13
年
度
に
取

り
付
け
た
水
道
メ
ー
タ

●
作
業
期
間　

▽
9
月
豊
科
地
域
▽
10

月
穂
高
地
域
▽
11
月
堀
金
地
域

●
賞
金　

1
等　

1
億
５
０
０
０
万
円

　
　
　
　

前
後
賞　

各
２
５
０
０
万
円

　
　
　
　

2
等　
　
　

１
０
０
０
万
円

　
　
　
　

3
等　
　
　
　

１
０
０
万
円

●
発
売
期
間　

9
月
28
日（
月
）

～
10
月
16
日（
金
）

●
販
売
価
格　

１
枚
３
０
０
円

●
抽
選
日　

10
月
23
日
（
金
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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万
が
一
の
と
き
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
に
適
切
な
応
急
処
置
が
で
き
る

か
ど
う
か
が
「
人
の
命
」
を
救
う
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
有
効
な
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
も
、
日

ご
ろ
か
ら
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
耗
期
限

と
消
耗
品
の
管
理
が
正
し
く
さ
れ
て
い

な
い
と
、
緊
急
時
に
正
常
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
施
設

の
管
理
者
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

【
点
検
担
当
者
の
配
置
】

設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
日
常
点
検
を
実

施
す
る
「
点
検
担
当
者
」
を
配
置
し
、

日
常
点
検
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
常
点
検
の
内
容
】

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
の
ラ

ン
プ
の
色
や
表
示
に
よ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
正
常
に
使
用
可
能
な
状
態
で
あ
る

こ
と
を
日
常
的
に
確
認
し
、
記
録
し

ま
し
ょ
う
。

②
消
耗
品（
電
極
パッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
）

の
交
換
時
期
を
表
示
ラ
ベ
ル
に
よ
り

確
認
し
、確
実
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
厚
生
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
く
親
し
み
や
す
い
、
食
育
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
賞
・
賞
品　

・
最
優
秀
賞
「
採
用
作
品
」
１
点

図
書
券
2
万
円

・
特
別
賞
4
点　
　

図
書
券
各
5
千
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
か
在

勤
、ま
た
は
在
学
の
人
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　

9
月
1
日（
火
）

～
30
日（
水
）
ま
で

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
、氏
名
、年

齢
、
職
業（
児
童
・
生
徒
は
学
校
名
、

学
年
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
愛
称
と
簡
単
な
説
明
を
記

入
し
、
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
健
康
推
進
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推

進
課
保
健
予
防
係

mkenkousuishin@
city.azum

io.nagano.jp
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本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

お

ら

せ

知

あ
づ
み
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
９

み
ん
な
で
安
曇
野
の
環
境
を
考
え
よ
う

～
知
ろ
う
そ
し
て　

行
動
し
よ
う
～

問
穂
環
境
課

（

82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

施
設
の
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

問
厚
生
労
働
省
医
薬
商
品
局
安
全
対
策
課

（

０
３
・
５
２
５
３
・
１
１
１
１
）

uhttp://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/　

食
育
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

水
道
メ
ー
タ
の
取
り
換
え
作
業

を
行
い
ま
す

問
豊
上
水
道
課
管
理
係

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
２
５
１
０
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

9
月
28
日（
月
）販
売
開
始

問
安
企
画
政
策
課

（

71
・
２
０
０
０ 

72
・
１
２
２
３
）

報 告 ㈶長野県市町村振興協会の助成で防災資機材を整備

　堀金地域の扇町区自主防災会は、サマージャンボ宝くじの
収益を財源とする財団法人長野県市町村振興協会の自主防災
組織育成助成事業により、防災活動に必要なテント、発電機、
照明器具、音響施設、ＡＶ機器を整備しました。
　なお、この事業は、一定地域の住民が当該地域を災害から
守るために結成した組織（自主防災組織）の災害被害防止活
動の支援と宝くじの普及広報のために行われています。

安曇野の景観を写した古い写真を探していますＢ Ｏ Ｘ
Information

　市では、信州大学人文学部と地域文化の振興、生涯学習、学術研究などの分野で連携協定を結んでいます。
現在、安曇野の美しい景観を維持・形成するために、どのような社会的取り組みが有効かを探るため、調査、
研究を進めています。そこで、安曇野の景観が元々どのようなものであったか、また、どのように移り変わっ
てきたのか確認できる資料として、昭和 40 年頃までの安曇野の景観が写っている写真を探しています。次の
ような写真をお持ちの人は、調査・研究の資料として、9月30日（水）までに、各総合支所まちづくり推進係まで
提出をお願いします。

　お貸し頂ける写真には、住所、氏名、撮影場所、
撮影時の状況などについて、簡単な説明をメモ
にして添えてください。写真は、信州大学人文
学部において調査、研究資料として大切に活用
させていただき、返却いたします。また、研究
報告などで、写真を使わせていただく場合には、
あらかじめご連絡し、承諾を得てから利用させ
ていただきます。
問本まちづくり推進課まちづくり推進担当
　（471･2000 672･1223）

▷明治時代から高度成
長期（昭和 40 年代）
までの安曇野の景観
が写っている写真。
または、自然だけで
な く、 田 園、 集 落、
町並み、人々の生活
などが分かる写真を
探しています。

上：三郷一日市場の町並み
下：脱穀作業



　

中
信
平
土
地
改
良
区
連
合
で
は
、
中

部
山
岳
国
立
公
園
を
源
と
し
た
梓
川
か

ら
の
利
水
状
況
や
周
辺
の
農
物
産
施
設

な
ど
、
安
曇
野
の
水
路
網
を
見
学
す
る

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
10
日（
土
）午
前
8
時
30

分
～
午
後
4
時
（
小
雨
決
行
）

●
行
程　

各
総
合
支
所
前
（
集
合
）
～

市
内
外
の
利
水
施
設
～
農
物
産
施
設

～
昼
食
～
梓
川
頭
首
工
～
各
総
合
支

所
前
（
解
散
）

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円
（
昼
食

代
）
小
学
生
以
下
は
無
料

●
定
員　

45
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

9
月
7
日（
月
）～
15
日

（
火
）ま
で
に
、参
加
希
望
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
乗
車
場
所
（
各

総
合
支
所
）を
、中
信
平
土
地
改
良
区

連
合
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。受
付
時
間
は
、平

日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、
ふ
る
さ
と
に

数
多
く
存
在
す
る
歴
史
遺
産
・
文
化
遺

産
・
自
然
等
を
訪
ね
、
ふ
る
さ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

30
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
曼
陀
羅
の

郷
を
巡
る
旅
」
で
す
。

●
日
時　

10
月
8
日（
木
）午
前
8
時
集
合

※
雨
天
決
行
（
大
型
バ
ス
2
台
）

●
集
合
場
所　

松
本
駅
ア
ル
プ
ス
口

（
西
口
）
前

●
主
な
訪
問
先　

切
通
し
→
法
善
寺
→

信
濃
観
月
苑
→
聖
レ
イ
ク
サ
イ
ド
館

（
昼
食
）→
聖
高
原
リ
フ
ト（
リ
ン
ゴ

狩
り
）→
麻
績
の
市
あ
さ
つ
ゆ
直
売
所

●
対
象　

松
本
広
域
市
町
村
圏
内
在
住

の
人
に
限
り
ま
す
。

●
会
費　

２
０
０
０
円

●
定
員　

80
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

9
月
15
日（
火
）ま
で
の

間
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ご
家
族

な
ど
で
応
募
す
る
場
合
は
、
同
一
は

が
き
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に

参
加
決
定
通
知
と
日
程
表
を
送
付
し

ま
す
。

〒
３
９
０
‐
０
８
７
４

松
本
市
大
手
3
‐
8
‐
13

松
本
市
役
所
大
手
事
務
所
6
階

松
本
広
域
連
合 

福
祉
・
地
域
課

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
係
宛

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
9
回

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者　

平
成
17
年
4
月
1
日

～
平
成
21
年
3
月
31
日
の
間
に
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
、
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金

を
受
け
る
方
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
21
年
4
月
１
日
に
お

い
て
年
金
給
付
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
に
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
の
う
ち
で
先
順
位
の
お
一
人
で
す
。

●
支
給
内
容　

額
面
24
万
円
、
6
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
請
求
期
間　

平
成
24
年
4
月
2
日
ま
で

※
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住

ま
い
の
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福

祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
新
設
〕
本
庁
舎
建
設
準
備
室

　

7
月
に
策
定
し
た
「
本
庁
舎
等
建
設

基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
よ
り
具
体
的

に
本
庁
舎
建
設
計
画
を
進
め
る
た
め
、

本
庁
舎
建
設
準
備
室
を
総
務
部
内
に
設

置
（
県
安
曇
野
庁
舎
3
階
）
し
ま
し
た
。

▼
総
務
部
本
庁
舎
建
設
準
備
室
長
（
企

画
財
政
部
企
画
政
策
課
長
補
佐
兼
企
画

担
当
係
長
）
猿
田
久
雄
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司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な

ど
の
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や
会
社
・

法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な
ど

の
登
記
、
ま
た
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類

の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
厳

守
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
小
会
議
室

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
当
日
会
場

で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

松
本
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
の
貸
借

な
ど
お
金
に
関
す
る
こ
と
、
土
地
の
境

界
や
不
動
産
に
関
す
る
こ
と
、
交
通
事

故
に
関
す
る
こ
と
、
夫
婦
間
・
扶
養
・

相
続
な
ど
家
庭
内
の
も
め
事
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
る
無
料
調
停
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
厳
守

し
ま
す
。

●
相
談
日　

9
月
27
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

井
上
デ
パ
ー
ト
7
階

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
当
日
会
場

で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
本
調
停
協
会
（
32･

３
０
４
３
）

　

公
証
制
度
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
い
て
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う
未
然
に

防
止
し
、
法
律
上
の
権
利
や
義
務
を
明

確
に
し
、
証
書
の
作
成
な
ど
の
方
法
に
よ

り
、
一
定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ

る
制
度
で
す
。
次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は

公
正
証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
遺
言
▽
お
金
の
貸
し
借
り
▽
不
動
産

の
売
買
や
貸
し
借
り
▽
離
婚
に
伴
う
養

育
費
や
慰
謝
料
等
の
支
払
い
▽
任
意
後

見
契
約
な
ど
。

●
最
寄
り
の
公
証
役
場

松
本
公
証
役
場　

松
本
市
大
手
2
‐

5
‐
1
モ
モ
セ
ビ
ル
3
Ｆ

公
証
人　

仲
田　

邦
克
さ
ん

　
　
　
　

狛　

信
雄
さ
ん

（
35
・
６
３
０
９
）
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本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

市
の
組
織
変
更

職
員
人
事
異
動

（
平
成
21
年
8
月
10
日
付
・
課
長
級
以
上
）

カ
ッ
コ
内
は
前
職
名

安
曇
野
の
水
利
を
訪
ね
て

施
設
見
学
会
参
加
者
の
募
集

問
中
信
平
土
地
改
良
区
連
合

（

78
・
０
０
５
０ 

78
・
０
０
４
０
）

ま
た
は
三
耕
地
林
務
課
耕
地
係

（

77
・
３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

ふ
る
さ
と
探
訪

曼
陀
羅
の
郷
を
巡
る
旅

問
松
本
広
域
連
合 

福
祉
・
地
域
課

（

34･

３
２
５
０ 

36
・
２
５
９
１
）

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

遺
言
や
大
切
な
契
約
は
公
正
証
書
で

問
穂
市
民
課
市
民
係

（

82
・
３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

無
料
調
停
相
談
会

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０ 

71
・
５
０
０
０
）

●国民健康保険税	 （3期）
●後期高齢者医療保険 	 （3 期）
●介護保険料	 （9月分）
●水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）
●下水道使用料	 （穂高・三郷地域）

=納期限は9月30日（水）=

談

相

あなたの思いを伝えてください

自殺予防週間
（9月10日～16日）
自殺予防につい

て正しい知識を持
ち、相談機関を積
極的に利用しまし
ょう。

1. 気づき

2. つなぎ 3. 見守り

　周りの人の悩みに気づき、耳を傾け
る。家族や仲間の変化に敏感になり、心
の悩みを抱えている人が発する周りへ
のサインになるべく早く気づきましょ
う。「手を差し伸べ、話を聞くこと」は
絶望感を減らすための重要なステップ
です。時間をかけて、できるだけ傾聴
しましょう。話題をそらしたり、訴え
や気持ちを否定したり、表面的な励ま
しをしたりすることは逆効果です。相
手の気持ちを尊重し、共感しましょう。

　早めに専門家に相談するよ
う促します。心の病気の兆候
があれば、本人が置かれてい
る状況や気持ちを理解してく
れる家族、友人、上司といっ
た人の協力を求めましょう。
治療の第一歩は、公的相談機
関、医療機関の専門家への相
談から始まります。

　身体や心の健康状態について自然
な雰囲気で声をかけて、あせらずに
優しく寄り添いながら見守りましょ
う。自然に対応するとともに、家庭
や職場での体や心の負担が減るよう
に配慮しましょう。必要に応じて、
家族と連携をとり、主治医に情報を
提供しましょう。

自殺予防の
ための

３つの

ポイント

９月の納期



　

市
で
は
、
市
内
に
残
る
古
文
書
や
郷

土
資
料
を
専
門
者
の
指
示
に
よ
り
分
類
・

整
理
し
、
目
録
作
成
な
ど
ま
と
め
ら
れ

た
資
料
に
し
ま
す
。そ
こ
で
、古
文
書
の

複
写
や
読
み
下
し
た
資
料
の
ま
と
め
、

市
民
の
郷
土
史
研
究
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
員　

1
人
（
予
定
）

●
雇
用
期
間　

雇
用
決
定
時
～
平
成
22

年
3
月
31
日
ま
で 

●
勤
務
時
間　

木
曜
日
と
休
館
日
を
除

く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
週
5
日
勤

務
）お
よ
び
、土
・
日
曜
日
の
ど
ち
ら

か
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

●
勤
務
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
地
域
学
習
室

●
賃
金　

日
額
６
４
４
０
円
（
予
定
）

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

●
応
募
資
格　

次
の
両
方
に
該
当
す
る

人
１
．
安
曇
野
市
の
歴
史
・
文
化
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人

２
．
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
ソ
フ
ト
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

●
そ
の
他　

社
会
保
険
等
加
入
予
定

通
勤
費
等
支
給

●
応
募
方
法　

9
月
18
日（
金
）午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
ま
で
の
間
、
総

務
部
人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

域
支
援
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記

ま
で
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２

明
科
中
川
手
６
８
２
４
番
地
１

明
科
総
合
支
所
内

文
化
課
文
化
財
保
護
係
あ
て

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、
一

般
事
務
を
し
て
い
た
だ
く
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

１
人
（
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
人
）

●
雇
用
期
間　

10
月
1
日
～
平
成
22
年

3
月
31
日
ま
で
（
平
日
週
3
日
）

●
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
8
時

30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
勤
務
場
所　

明
科
総
合
支
所
内

社
会
教
育
課

●
賃
金　

時
給
８
１
０
円

●
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

●
応
募
方
法　

9
月
11
日
（
金
）
ま
で

に
、
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
曇
野
市
ほ
か
2
市
1
町
5
村
で
構

成
す
る
松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施
設
組
合

で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
に
勤

務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
・
職
種　

支
援
職
員
・
介

護
職
員
（
嘱
託
・
パ
ー
ト
）
若
干
名

●
応
募
資
格　

経
験
、
資
格
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。（
勤
務
後
に
資
格
取
得

を
支
援
し
ま
す
）

●
勤
務
場
所　

松
本
市
大
字
原
５
４
０

番
地
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
」

（
12
月
に
波
田
町
へ
移
転
予
定
）

●
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

9
月
18
日（
金
）ま
で
に
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
温
心
寮
（
46･

０
０
８
７

46･
０
０
５
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
、
募
集
要
項
等
を
取
り
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

防
衛
省
で
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員

「
自
衛
官
等
」の
受
付
と
試
験
を
実
施

し
ま
す
。
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集

募古
文
書
等
整
理
を
行
う

非
常
勤
職
員
の
募
集

問
明
文
化
課
文
化
財
保
護
係

（

62･

３
０
９
０ 

62･

３
５
２
５
）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

臨
時
職
員
の
募
集

問
明
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（

62･

４
５
６
５ 
62･

３
５
２
５
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮

職
員
の
募
集

問
明
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（

62･

４
５
６
５ 

62･

３
５
２
５
）

自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

　

事
務
所
・
広
報
セ
ン
タ
ー『
信
濃
』

　
（

36
・
２
７
８
７
）

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

看護学生 男女 高卒（見込含）
24 歳未満 9月7日～10月2日 １次：10月24日

２次：11月21・22日

防衛大学校学生 一般 男女 高卒（見込含）
21 歳未満 9月7日～10月2日 １次：11月7・8日

２次：12月15日～19日

防衛医科大学校学生 男女 高卒（見込含）
21 歳未満 9月7日～10月2日 １次：10月31日・11月1日

２次：12月2日～4日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許
取得者 10月1日～23日 11月13日

陸上自衛官（看護）

看護師免許を有し保健
師・助産師免許を有す
る者（見込含）で 36
歳未満の者

9月7日～10月2日 11月21日

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

第３回豊科ミュージ
ックフェスティバル 
in ＡＺＵＭＩＮＯ

豊科地域を中心としたア
マチュアバンドや中高生
の吹奏楽の発表の場、み
んなで作るコンサートで
す。大勢の皆さんお出掛
けください。

時：9月12日（土）・
13日（日）
13：00～17：00

所：豊科公民館ホール

料：無料 問：豊科ミュージックフェ
スティバル実行委員会 
吉原さん

（472･9627 672･5594）

福祉用具住宅プラン
ナー養成講座

住宅での介護の増加が予
想されるなか、その人に
合った福祉用具の提供や、
生活しやすい住宅改修を
学ぶための講座です。福
祉・建築・介護にかかわ
る皆さんの受講をお待ち
しています。

時：9月12日～10月17日
の間の土曜

所：松本市庄内
「ゆめひろば」

定：20 人（先着順）
※受講料など詳し

くは電話で相談
ください。

問：NPO ワークス＆コミュ
二ケーションズ 
加納さん

（4090・2130・33150）
※一般も受講できます。

仲間と就活に
チャレンジしよう

同じ悩みを持った仲間と
お互い励ましあったり、
情報交換しながら交流会に
おいてのプレゼンテーショ
ンなどを通じ、就職に役立
つ技術を磨きます。

時：9/24・25・10/1・2
18：00 ～ 20：00と
9/26・10/3
13：00 ～ 16：00

所：㈱コミュニケーション
ズ・アイ（松本市）

※詳しくはお問い合わせください。

定：10人（先着順）
料：無料
※就職意欲のある

35 歳くらいま
での人

問：若年者地域連携事業推
進センター「厚生労働
省委託団体」㈱コミュ
ニケーションズ・アイ
伊藤さん

（427・5010 629・2608）

長野技術専門校
平成 22年度
入校生の募集

訓練期間　1 年間
（平成 22 年 4 月より）
募集科　機械加工科、電
気工事科、画像処理印刷
科、木造建築科

時：願書受付期間
推薦入校選考
10月１日（木）～
15日（木）
一般入校選考
11月４日（水）～
18日（水）

定：各科おおむね
　　推薦 10 人
　　一般 10 人
応募資格　高等学
校卒業（または同
等）以上の人

申：問：長野技術専門校
　　　　（4026・292・2341
　 　 　 　 6026・292・2342）

ハローワーク松本
（427・0111 627・0041）
※詳細については上記まで
　お問い合わせください。

工事名 工事個所 請負者 請負代金

豊科北小学校 耐震補強・大規模改造事業 建築主体工事 豊科北小学校 守谷・横山特定建設
工事共同企業体 517,020,000

豊科北小学校 耐震補強・大規模改造事業 機械設備工事 豊科北小学校 ルピナ中部工業㈱ 73,489,500
（交付金・市単）公共下水道 青木花見枝線第8工区管渠工事 穂高北穂高 ㈱イトウ 40,425,000
（国補・市単）公共下水道関連 道路占用路面復旧（上堀第１工区）工事 堀金烏川 猿田建設㈱ 31,815,000

三郷小学校 天井吹付け材改修工事 三郷小学校 神稲建設㈱
安曇野営業所 30,450,000

（国補・市単）特環公共下水道 豊里9工区管渠工事 穂高有明 ㈱赤羽組 28,927,500
（国補・市単）公共下水道関連 道路占用路面復旧（田多井工区）工事 堀金三田 ㈱山本組 26,565,000
豊科北小学校 耐震補強・大規模改造事業 電気設備工事 豊科北小学校 ㈱有賀電気工事 24,150,000

（国補）特環公共下水道 新屋29工区管渠工事 穂高有明 ㈱関組 22,260,000
（国補）特環公共下水道 新屋30工区管渠工事 穂高有明 横山建設㈱ 18,900,000
森林環境保全整備事業 林道烏川線改良工事 堀金烏川 猿田建設㈱ 17,115,000
美しい森林づくり基盤整備事業 林道宮沢線改築工事 明科七貴 山﨑建設㈱ 16,590,000
まちづくり交付金事業 市道穂高4012号線　歩道整備工事 穂高 ㈱イトウ 14,700,000

（国補・市単）公共下水道関連 道路占用路面復旧（真々部その１工区）工事 豊科高家 立商工事㈲ 13,125,000
ビレッジ安曇野屋根等改修工事 ビレッジ安曇野 田沢川窪建設㈲ 12,043,500

（国補・市単）公共下水道関連 道路占用路面復旧（下中曽根その２）工事 豊科高家 ㈲藤原興業 11,571,000
三郷中学校天井吹付け材改修工事 三郷中学校 ㈱アスピア安曇野支店 9,450,000
ふるさと農道緊急整備事業 三郷温その１工事 三郷温・明盛 ㈱振興建設 9,345,000
ふるさと農道緊急整備事業 三郷明盛その１工事 三郷明盛 富士開発㈱ 8,925,000

（国補）特環公共下水道 牧第１マンホールポンプ場設備工事 穂高牧 ㈱メエップ  8,820,000

穂高交流学習センター案内標識設置工事 穂高交流学習センター ㈲長野安全サ－ビス
安曇野営業所 7,350,000

豊科公民館非常用発電機改修工事 豊科公民館 ㈱穂高電気工事 6,615,000
小学校空調設備整備工事 市内小学校４校保健室 ㈱赤羽組 5,145,000
市道新設改良事業 市道豊科1002号線　道路改良工事 豊科 ㈲ニッコウ 4,200,000
中学校空調設備整備工事 市内中学校４校保健室 ㈲ニキ設備工事 3,990,000
三郷総合支所北側車庫改修工事 三郷総合支所 丸山硝子㈱ 3,990,000
市単道路維持事業市道堀金1441号線　下水道路面復旧附帯工事 堀金三田 ㈱山本組 3,654,000
市単道路維持事業　市道堀金1603号線ほか　下水道路面復旧附帯工事 堀金烏川 猿田建設㈱ 3,150,000

入札・契約結果（平成 21 年 7 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健
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寄附・寄贈のお礼【敬称略】（6月 1日～ 7月 12日）
▷日本禁煙友愛会明科支部代表　堀ノ内虎男 禁煙ノート　290 冊　禁煙鉛筆 2本組　525 組　禁煙ハンカチ
222 枚　明科地区の保育園、小学校、中学校へ未成年者の喫煙防止および禁煙啓発のため
▷日本禁煙友愛会豊科支部　支部長　清水文男 世界禁煙デーテイッシュペーパー 830 個　ハンカチ 830 枚　
鉛筆セット 1605 個　ノート 830 冊　ポスター用画用紙 560 枚　豊科地区の保育園、小学校、中学校へ未成年
者の喫煙防止及び禁煙啓発のため　▷西澤克昌　ドラムセット一式　1セット　学校教育に役立てるため　
▷杉本誠　武田久吉、田邊和雄書籍「高山植物写真図聚」1932 年発行 2点　山岳写真研究および展示のため
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図
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２
０
０
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成

信濃路は
ルールと
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走るみち

◇運動の基本◇
高齢者の交通事故防止

◇運動の重点◇
１ . 夕暮れ時と
夜間の歩行中・
自転車乗用中の
交通事故防止

２ .

３ .

４ .

環境課交通防犯係
482･3131 682･6622
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交通安全啓発のようす伝達式のようす（8/6）

秋の全国
交通安全運動
９月21日（月）   
　～30日（水）



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。

三郷公民館
問477･2109 676･3077

　使わなくなったネクタイを
使ってかわいいミニバックや
ポーチにリメイク（再利用）し
てみませんか。

● 日 時　９月17日（木）・18日（金）
18：30～（２時間ほど）

●場所　三郷公民館第 1 会議室
●定員　20 人（先着順）
●費用　400円（200円×２回）（材

料代として別途費用が必要）
●講師　岩月洋子さん
（コットン ･ キルト「茶々」）

●持ち物　ネクタイ・裁縫道具
●申し込み　９月 11 日（金）までに

三郷公民館へお申し込みください。
詳しい日程は、受講者に後日お知ら
せします。

安曇野髙橋節郎記念美術館
問481･3030 682･0551

　専門家の指導で、豊かな感性
と表現力を身に付けられる良い
機会です。作品は第４回髙橋節
郎賞「少年少女安曇野の風景画
展」として、美術館の南の蔵で
展示されます。
●日時　10月４日（日）9：30～15：30
●場所　安曇野髙橋節郎記念美術館
●内容　自然のとらえ方・描き方の

講習と美術館周辺での写生（詳細
は、申し込み者に後日連絡します）

●対象者　市内小中学生（親子参加も可）
●定員　50 人（先着順）
●申し込み　９月８日（火）～ 27 日
（日）（休館日を除く）9：00～17：00
の間に電話でお申し込みください。

教室・講座
ネクタイで
ミニバックを作ろう

豊科図書館
問472･2158 673･6401

　押し花を使った小物を作りま
す。キーホルダー・ものさしな
どから選べます。子どもから大
人まで楽しめる講座です。ご家
族ご一緒にどうぞ。
●日時　９月19日（土）10：00～正午
●場所　豊科公民館講座室
●定員　20 人（先着順）
●費用　無料
●持ち物　ピンセット
●申し込み　9 月 18 日（金）まで

に豊科図書館へ電話でお申し込み
ください。

社会教育課子ども支援係
問462･4565 662･3525

　「妊婦さん、ねんねからはい
はい」と題して、乳幼児を子育
て中の皆さんと妊婦さんを対象
とした講座を開講します。親子
でふれあい遊びをしながら、子
どもの発達、成長について大切
なことを学びます。
●日時　10 月７日～ 12 月中旬の

毎週水曜日（全 11 回）
９：30～10：30

●場所　穂高会館講義室
●定員　20 組（先着順）
●費用　子ども１人 200 円
●申し込み　９月14 日（月）～ 18

日（金）までに、社会教育課子ども支
援係へ電話でお申し込みください。

安曇野髙橋節郎記念美術館
問481･3030 682･0551

　筆や墨、水の使い方、その効果
など水墨画特有の基本を学び、オ
リジナルの作品を仕上げます。
●日時　10月17日（土）・18日（日）

いずれも 9：30 ～ 16：00

●対象　どなたでも参加できます
が、付き添いがなくても一人で制

作できること

●定員　各日 10 人（定員に達し次
第締め切ります）

●指導　安曇野水墨画研究会
　主宰　小林紀美子さん

●費用　300 円（材料代）

●持ち物　昼食、材料費、鉛筆、消
しゴム、直径 15㌢の白い平皿２枚

●申し込み　９月９日（水）～ 10 月
15 日（木）（休館日を除く）9：00

～ 17：00 の間に電話でお申し込

みください。

田淵行男記念館
問4 672･9964

　今回は御宝田で水辺の植物を
観察します。身近な自然を楽しく学
んでみませんか。
●日時　９月 19 日（土）

9：00 ～ 11：30

●場所　田淵行男記念館
●定員　20 人（先着順）
●費用　400 円（資料代・保険料）
●申し込み　９月 13 日（日）まで

に、受講料を添えて記念館窓口へ
お申し込みください。

第 5 回 飯沼冬彦先生の

おもしろ自然教室

家庭教育ひまわり講座
妊婦さん・０歳児お母さん教室

図書館チャレンジ講座
カンタン押し花小物作り

水墨画講座参加者の募集

～ふるさと「安曇野」を描こう～
第 4 回　少年少女絵画教室
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　市民を対象とした生涯学習の場として、各界で活躍中の皆さんを講師に市民大学講座を開催します。すべ
て受講料は不要です。なお、信州大学講座（第 1 ～ 6）は申し込みが必要です。事前に、電話、ＦＡＸまたは
電子メールでお申し込みください。

問明教育委員会社会教育課（ 62･4565 62･3525） shakaikyouiku@city.azumino.nagano.jp

第 1 講座第 1 講座

第 2 講座

第 2 講座

第 3 講座

第 4 講座

第 5 講座

第 6 講座

安曇野 200 年 100 人の肖像開催記念講演会
近現代・安曇野の地域文化と民衆思想
●日時　9 月 23 日（水 ･ 祝日）　13：00 開場 13：30 開演
●場所　穂高交流学習センターみらい多目的交流ホール
●講師　大

おおぐし

串 潤
じゅんじ

児 准教授

人権は未来を拓く生涯学習
サラム（人）とサラン（愛）
―思いはつながる
●日時　12 月 6 日（日）14：00 ～
●場所　堀金総合体育館サブアリーナ
●講師　作家・エッセイスト
　　　　朴

パク

 慶
キョンナム

南 氏

生涯学習を取り巻く環境と方向
2010年の国際政治と日本の課題
●日時　平成22年2月14日（日）13：30～
●場所　堀金総合体育館サブアリーナ
●講師　拓殖大学国際開発学部教授　  
　　　　PHP 総合研究所主席研究員
　　　　森

もりもと

本 敏
さとし

 氏

古代信濃国の定額寺と国際関係
●日時　9 月 25 日（金）19：00 ～
●場所　豊科公民館大会議室
●講師　佐

さ と う

藤 全
まさとし

敏 准教授

臼井吉見と太宰治「人間失格」
●日時　10 月 8 日（木）19：00 ～
●場所　堀金総合体育館ミーティングルーム
●講師　松

まつもと

本 和
か つ や

也 講師

水道水においてヒ素濃度が基準値を超過した例
●日時　11 月 11 日（水）19：00 ～
●場所　明科公民館講義室
●講師　森

もりきよ

清 寿
としろう

郎 教授

文化財としての信州伝統野菜
●日時　12 月 10 日（木）19：00 ～
●場所　三郷公民館講義室
●講師　大

お お い

井 美
み ち お

知男 教授

かけがえのない地球のための人づくり
－信州大学の環境教育を中心に－
●日時　平成 22 年 1 月 29 日（金）19：00 ～
●場所　穂高会館体育館会議室
●講師　株

かぶたん

丹 洋
よういち

一 教授

交流学習センター”みらい”開館記念特別企画展

市民大学講座 ～生の言葉からの感動を～
（信州大学・安曇野市連携）

信州大学人文学部講座特別講座

102009. 9. 2　広報あづみの　お知らせ版



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。

穂高交流学習センター「みらい」
481･3111 682･0966

　江戸時代から平成までの約
200 年の間に、安曇野やわが国
の発展のために、大きな功績を
残した 100 人の肖像を 2期に分
けて紹介します。ひとりひとり
の肖像の表情から、わが郷土・
安曇野の肖像をご覧ください。
●日時　穂高交流学習センター
「みらい」展示ギャラリー　

●料金　入場無料
●会期　
　第Ⅰ期　9月12日(土)～29日(火)
　第Ⅱ期　10月2日(金)～27日(火)

展示
開館記念特別企画展

安曇野の200年 100人の肖像 田淵行男記念館
4672･9964

　戦後間もなくして写真家デビ
ューする以前の作品から、70 年
代前半までの足跡を辿り、写真
とともに遺された数々の文章、
詩に注目します。表現者として
の田淵行男の世界をどうぞご堪
能ください。
●会期　９月８日（火）～ 11月 23
日（月・祝）

●休館日　月曜日（祝日の場合は開
館）、祝日の翌日

●開館時間　
9：00～ 17：00（入館16：30）

●入館料　
・大　人300（200）円
・小中生200（100）円
　（　）内は20名以上の団体料金

企画展同時開催
ギャラリー・トーク

　企画展にあわせて学芸員によ
るギャラリー・トークを行います。
● 日 時　９ 月 20 日（日）、10 月
11日（日）、両日とも13：30～

●会場　田淵行男記念館展示室
※入館料が必要になります。

豊科近代美術館
473･5638 673･6320

　本展では、絵画を中心に常設
展示をしていない作品を公開す
るとともに、普段目にする事の
出来ない「絵画の裏面」や「版
画の原板」なども含め、画材や
技法の解説などと合わせてご覧
いただけます。また新規収蔵し
た小林邦の油彩画一点もお披露
目します。

●会期　９月12日（土）～10月４
日（日）

●休館日　月曜日（祝日の場合は開
館）、祝日の翌日

●開館時間　
9：00～ 17：00（入館16：30）

●入館料
・大　人500（400）円
・大高生300（200）円
・小中生150（100）円
（　）内は20名以上の団体料金

秋の特別展
絵画探検 収蔵作品展2009

企画展 表現者 田淵行男Ⅰ
言葉でみる自然写真の世界
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社会教育課子ども支援係
462・2001 662・1124

　市では、子どもの手による子
ども会と次世代の青少年リー
ダーを育成するための小学生
リーダー養成研修会を実施しま
す。参加を希望する児童の保護
者は、下記によりお申し込みく
ださい。
●開催日　10月24日（土）、11月28
日（土）、12月５日（土）、１月30日
（土）、２月27日（土）の全５回開催

●実施場所　子どもと大人の交流学
習施設「ひまわり」他

●定員　40人
●参加条件　市内在住の小学校５、
６年生

●申し込み　９月12日（土）までに
電話でお申し込みください。

交流

映画

少年リーダー養成研修会

中央図書館映画上映会
｢オルフェ｣1949年フランス作品

三郷公民館
477･2109 676･3077

　市民の健康・体力向上と市民相
互の親睦・交流を目的にゴルフ大
会を開催します。
●開催日　10月15日（木）
●場所　あづみ野カントリークラブ
●参加資格　市内在住者・勤務
●料金　参加費2000円
プレー代１万円（税別）

●定員　160人（40組）先着順
●申し込み　９月３日（木）～25日
（金）の間に、三郷公民館備え付け
の申し込み用紙に記入し、参加料
を添えてお申し込みください。

社会教育課子ども支援係
462・2001 662・1124

　小学校 4・5・6 年生を対象に
したオータムキャンプを実施し
ます。身近な自然の中で、ワイ
ルドで貴重な体験をしてみませ
んか。参加を希望する児童の保
護者は、下記によりお申し込み
ください。

●開催日　▷プレキャンプ（顔合わせ
会）９月26日（土）
▷本キャンプ（１泊２日）10月10日
（土）～11日（日）

●実施場所　宿泊地 堀金体験型宿
泊施設『啼鳥山荘』の周辺

●定員　40人
※定員を超えた場合は抽選により
参加者を決定します。

●参加条件　市内在住の小学校４・
5・6年生（保護者の同意がある
こと）プレキャンプに必ず出席で
きること。

●参加費　１人5000円
※傷害保険料を含む

●申し込み　９月16日（水）までに、
往復はがきへ「オータムキャンプ
申し込み」と記載し、参加者の住所、
氏名、学年、性別、保護者の氏名、
電話番号を明記して下記までお送
りください。
※当日消印有効

●送付先　明科子どもと大人の交流
学習施設「ひまわり」
〒399‐7102
安曇野市明科中川手6814番地１

中央図書館
484･0111 684･0116

　9月にオープンする中央図書館
では、第 2・第 4 金曜日にＤＶＤ
映画上映会を行います。開館を記
念してフランス映画の名作を 4回
にわたり上演します。申し込みは
不要で、入場料は無料です。皆さ
んお出掛けください。
●日時　19月25日（金）
開場18：30　開演19：00

●場所　穂高交流学習センター内
交流ホール

●定員　先着200人
●作品紹介　ギリシャ神話「オル
フェウスとエウリディケ」の悲劇

を現代に置き換え、詩人の宿命を

描く幻想的な作品。カラーでは絶

対生み出せないとまでいわれる美し

いモノクロ映像。1950年ヴェネチ

ア国際映画祭国際批評家賞受賞。

臼井吉見文学館
472・5796

　臼井吉見文学館「友の会」では、
軽井沢にある堀辰雄文学記念館、
軽井沢高原文庫、室生犀星記念
館、旧三笠ホテル、白糸の滝など
を訪れます。どなたも参加できます。
秋の一日、紅葉と文学の中に身を
ゆだねてみませんか。
●日時　10月 24日 ( 土 )
8：15集合、17：00帰着予定

●参加費　▷友の会会員3000円
▷一般（大人）5000円▷（子供）30
00円（昼食代・入館料等含む）

※参加費は当日持参してください。

●集合場所　臼井吉見文学館前
●募集人員　40人（先着順）
●申し込み　9月30日（水）までに
文学館窓口または電話でお申し込
みください。

紅葉の軽井沢 文学の旅

2009オータムキャンプ 安曇野市民親睦ゴルフ
三郷大会
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「松間の富士」石井柏亭　油彩・1940 年

啼鳥山荘にて

ベニヒカゲの幼虫を探す田淵行男
常念一ノ沢　1950-58

第１期 第２期

臼井弥三郎 曾根原林三 篠崎四郎 滝沢四郎　
多田加助 百瀬謙三 三沢力太郎 飯沼正明
等々力孫一郎 小穴五郎 小平総治 斉藤瀏
播隆 松沢求策 等々力いく 丸山富子
中田又重郎 松岡好一 白沢保美 清沢清志
中村英碵 笠原宗司 白木正博 山田多賀市
高島章貞 丸山英一郎 平林広人 小穴寿枝
松岡平臣 白木鉄平 望月桂 山本安曇
務台伴語 森山儀文治 小室孝雄 上原良司
望月章斎 丸山光司 植原悦二郎 臼井吉見
小穴文龍 倉科多策 小林喜作 花村四郎
望月忠蔵 塚田豊太郎 青柳栄司 青木祥二郎
小松鉄巖 百瀬亥三松 岡村千馬太 平林盛人
上嶋貞巖 岩原愛策 三沢栄一 務台理作
高橋白山 飯田慶司 西沢明花 木村殖
藤森桂谷 百瀬豊三郎 会田貢　 猿田文紀
猿田源弥 佐藤嘉市 斉藤茂 田淵行男
布山瑞枝 井口香山 山田実 青柳巴
倉田為吉 相馬愛蔵 藤森秀夫　 小川大系
岡村阜一 相馬黒光 青柳さだ 米倉龍也
矢野口保邦 井口喜源治 黒岩重義　 高山勇
臥雲辰致 荻原碌山 清沢洌 望月市恵

望月直弥 東条舟寿
、

萩元晴彦
ウオルター・
ウエストン

松岡弘 千国安之輔
加藤寿々子 高橋節郎
黒岩島 熊井啓　　
丸山岩雄 藤原保信



堀金地域芸能祭
出演者の募集

　出演を希望される場合は、下記に
よりお申し込みください。
●開催日　10 月 31 日（土）　
　　　　　午前 9 時～午後 4 時
●場所　堀金総合体育館サブアリーナ
●申し込み手続き　堀金公民館窓口
　で所定の用紙に記入。
●申し込み期限　9 月 14 日（月）
問堀金公民館
　（ 72･5796 72･5801）

明科地域芸能発表会
出演者の募集

　出演を希望される場合は、下記に
よりお申し込みください。
●開催日　11 月 3 日（火）
　　　　　午前 10 時～午後 3 時
●場所　明科公民館講堂
●申し込み手続き　明科公民館窓口
　で所定の用紙に記入。
●申し込み期限　9 月 18 日（金）
問明科公民館
　（ 62･4605 62･5894）

申込期限 9 月 24 日（木）
申し込み手続き 三郷公民館窓口で、所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化産業展（三郷文化公園体育館）
　搬　入：10月17日（土）　午前 9 時～ 10 時
　展　示：10月17日（土）　午後 1 時～ 8 時
　　　　　　　 18日（日）　午前 9 時～午後 4 時
　片付け：10月18日（日）　午後 4 時 10 分～ 5 時 10 分
菊花展（三郷公民館）
　搬　入：10月26日（月）　午後 1 時～ 3 時
　展　示：10月27日（火）～11 月 3 日（火）
　　　　　　　　　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　※ 3 日（火）は、午後 3 時まで
　片付け：11月 3日（火）　午後 3 時 10 分～ 4 時 10 分

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容 盆栽・山野草・木彫石彫・生花・手工芸・短歌俳句
和洋裁・写真・絵画・書道・菊花など

問い合わせ 三郷公民館（ 77･2109 76･3077）

申込期限
短歌・俳句・詩は、9月14日（月）
その他の作品は、搬入日に堀金体育館へ持参。

申し込み手続き （俳句短歌・詩）堀金公民館窓口で所定の用紙に記入
（その他の作品）搬入日に会場で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化祭（堀金総合体育館）
　搬　入：10月29日（木）　午後 1 時～ 8 時 30 分
　　　　　10月30日（金）　午前 9 時～午後 7 時
　展　示：10月31日（土）～11月3日（火）
　　　　　午前 9 時～午後 8 時
　　　　　※ 2 日（月）・3 日（火）は、午後 4 時まで
　片付け：11 月 3 日（火）・4 日（水）　午後 4 時～ 8 時

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容
菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・陶芸・水墨画
料理・手芸・生花・フラワーアレンジメント・農産物
レザークラフト など

問い合わせ 堀金公民館（ 72･5796 72･5801）

申込期限 9 月 18 日（金）
申し込み手続き 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

文化祭（明科公民館）
　準備・搬入：10月30日（金）　午後 1 時～
　　（準備終了後に搬入）
　展　示：10月31日（土）～11月1日（日）
　　　　　 午前 9 時～午後 5 時
　　　　　※1日（日）は、午後 4 時まで
　片付け：11月1日（日）　午後 4 時～ 5 時

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容 書道・絵画・写真・陶芸・手まり・和裁・手芸・織物・
押し花・生花・菊花・盆栽　など

問い合わせ 明科公民館（ 62･4605 62･5894）

三郷地域市民文化産業展・菊花展

堀金地域文化祭

明科地域文化祭
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申込期限 9 月 17 日（木）
申し込み手続き 穂高会館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

総合美術展（穂高会館アリーナ）
　準　備：10月29日（木）　午前9時30分～
　搬　入：10月29日（木）　午後1時
　展　示：10月30日（金）～11月1日（日）　午前 9 時～午後 5 時　※ 1日（日）は、午後 3 時まで
　片付け：11月  1日（日）　午後3時10分～
菊花展・盆栽展（穂高神社）
　搬　入：10月25日（日）まで
　展　示：10月29日（木）～11月8日（日）　午前 9 時～午後 8 時　※ 4日（水）は、午後 3 時まで
　片付け：11月8日（日）
芸能まつり（穂高会館講堂）
　１部：10月31日（土）　午前 9 時～午後 3 時　　2 部：11月 1日（月）　午前 9 時～正午

出展点数 １人１点

募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・手工芸・木彫・菊花 など

問い合わせ 穂高会館（ 82･5970 82･3990）

申込期限 10 月 1 日（木）

申し込み手続き 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入

展示日程
展示場所

美術・書道・一般作品展（豊科近代美術館）
　搬　入：10 月 30 日（金）　午前 9 時～
　展　示：10 月 31 日（土）～11月3 日（火）　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　※ 3 日（火）は、午後 3 時から片付け
菊花展（豊科公民館）
　搬　入：10 月 30 日（金）　午前 8 時 30 分～
　展　示：10 月 30 日（金）～11 月 3 日（火）　午前 9 時～午後 5 時 
　　　　　※ 3 日（火）は、午後 3 時から片付け
盆栽展・華道展（豊科公民館）
　搬　入：10 月 29 日（木）　午前 9 時～
　展　示：10 月 31 日（土）～11 月 3 日（火）　午前 9 時～午後 5 時 
　　　　　※ 3 日（火）は、午後 3 時から片付け
芸能発表会（豊科公民館ホール）
　開催日：11 月 3 日（火）　午前 8 時 30 分～午後 3 時

出展点数 作品内容によって異なります。お問い合わせください。

募集内容 木彫石彫・手工芸・写真・絵画・書道・盆栽・菊花　など

問い合わせ 豊科公民館（ 72･2158 73･6401）

穂高文化祭  総合美術展・芸能まつり

豊科地域文化祭

地域文化祭出展者・出演者を募集
今年も各地域で文化祭が開催されます。
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
詳しくは、各地域公民館へお問い合わせください。
なお､ 都合により時間などが変更になる場合があります。
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※本年度の生涯学習フェスティバルおよびマナビーズ広場は、豊科交流学習センター建設工事のため行いません。



　

近
ご
ろ
、「
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
燃
や

し
た
に
お
い
が
す
る
」、「
洗
濯
物
が
干

せ
な
い
」、「
煙
で
の
ど
が
痛
い
」
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
市
役
所
に
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　

家
庭
ご
み
の
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
し
、
環
境

汚
染
や
近
隣
の
人
へ
の
健
康
被
害
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
家
庭
に
お
け

る
小
型
焼
却
炉
、
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ

ク
囲
い
、
穴
を
掘
る
な
ど
に
よ
る
ご
み

の
焼
却
は
い
っ
さ
い
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。違
反
す
る
と
5
年
以
下
の
懲
役
、

も
し
く
は
1
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
穂
環
境
課
廃
棄
物
処
理
対
策
担
当
係
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●
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
行
為

①
三
九
郎
・
ど
ん
ど
焼
き
・
塔
婆
供
養

な
ど
、
風
俗
習
慣
上
や
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

②
土
手
焼
き
・
あ
ぜ
焼
き
、
下
枝
の
焼

却
な
ど
、
農
業
・
林
業
を
営
む
う
え

で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却

③
学
校
な
ど
で
行
う
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
ー
や
、
た
き
火
・
落
ち
葉
の
焼
却

な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通

常
行
わ
れ
る
焼
却
で
軽
微
な
も
の
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生
活
環
境

ご
み
の
野
焼
き
は
、
犯
罪
で
す
。

違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
煙
に
対
す
る
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
焼
却
で
あ
っ
て
も
、
風
向
き
・
燃
や
す
量
・
時
間
な
ど
に
注
意
し
、

必
要
最
小
限
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
こ
れ
か
ら
収
穫
の
時
期
を
む
か

え
、
田
畑
な
ど
で
籾も

み
が
ら殻
を
燃
や
す
場
合
な
ど
は
、
近
隣
へ
迷
惑
が
掛
か
ら

な
い
よ
う
十
分
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。


